
（写真上）家族に囲まれての記念写真
（写真右）田子幼稚園児から祝福を受ける佐藤み
　わさん
（写真左）松橋良則町長から100歳敬老祝い金の
　贈呈
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杉
本
地
区
の
佐
藤
み
わ
さ

ん
が
、
こ
の
ほ
ど
満
１
０
０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
５
月

11
日
に
役
場
で
百
歳
祝
い
金

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
田
子
幼
稚
園
の
園
児

と
役
場
職
員
の
出
迎
え
を
受

け
、
園
児
が
花
束
や
お
祝
い

の
歌
、
手
作
り
の
く
す
玉
を

割
っ
て
祝
福
し
ま
し
た
。
贈

呈
式
で
は
、
松
橋
良
則
町
長

が
、「
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ

い
」
と
百
歳
敬
老
祝
い
金
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
今
で
も
自

分
で
顔
を
洗
っ
た
り
食
事
を

し
た
り
、
耳
も
よ
く
聞
こ
え

て
家
族
と
の
会
話
を
楽
し
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。
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●図書館情報 ･････････････ 8
●お知らせ ･･･････････････ 9
●情報スクランブル ･････ 10

はじめてのハッピーバースデイ
平成21年５月に生まれた満１歳のお友だちです。

●北村悠
ゆうせい

惺 ちゃん
Ｈ21.5.9

（上野・男の子）
食いしん坊の悠惺く
ん。お姉ちゃんと一緒
に元気いっぱいスクス
クと育ってね！

●村田結
ゆうあ

愛 ちゃん
Ｈ21.5.18
（西舘野・女の子）

明るく元気な子になっ
てね。

　

町
立
田
子

診
療
所
に
新

し
い
先
生
が

赴
任
し
ま
し

た
。

●
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル　

昭
和

56
年
生
ま
れ
。
八
戸
市
出
身
▼
診
療

担
当
科　

内
科
（
総
合
診
療
科
）
▼
血

液
型　

Ｂ
型
▼
性
格　

白
衣
を
着
る

と
人
見
知
り
が
治
り
ま
す
（
笑
）。
落

ち
込
み
や
す
い
で
す
が
、
立
ち
直
り

も
早
め
で
す
▼
田
子
町
の
印
象　

礼

儀
正
し
く
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
て

く
れ
る
方
が
多
い
の
で
、
町
民
の
み

な
さ
ん
と
楽
し
く
お
話
が
で
き
そ
う

で
す
▼
趣
味　

旅
行
、
水
泳
▼
抱
負

田
子
町
の
医
療
、
福
祉
、
保
健
に
少

し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
▼
職
歴　

Ｈ
18
・
４
〜
Ｈ
20
・

３
八
戸
市
立
市
民
病
院
、
Ｈ
20
・
４

〜
Ｈ
22
・
３
外
ヶ
浜
中
央
病
院

長
澤
沙
織
先
生

（
内
科
医
長
）
ご
紹
介

満
１
０
０
歳
の
佐
藤
み
わ
さ
ん
に

百
歳
敬
老
祝
い
金
贈
呈



2今月の話題
問のマークは「お問い合わせ先」の意味です

　

平
成
19
年
６
月
に
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
財
政
の

健
全
化
基
準
と
し
て
、
普
通
会

計
を
対
象
と
し
た
「
実
質
赤
字

比
率
」、
町
の
全
会
計
で
の
収

支
を
対
象
と
し
た
「
連
結
実
質

赤
字
比
率
」、
公
債
費
の
割
合

で
あ
る
「
実
質
公
債
費
比
率
」、

そ
し
て
将
来
負
担
す
べ
き
実
質

的
な
負
債
の
割
合
で
あ
る
「
将

来
負
担
比
率
」
の
４
つ
の
指
標

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
４

つ
の
指
標
の
う
ち
一
つ
で
も
法

律
で
定
め
る
基
準
を
超
え
た
場

合
に
は
、
自
ら
財
政
健
全
化
計

画
を
策
定
し
、
議
会
の
議
決
を

経
て
住
民
に
公
表
し
、
財
政
の

健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
平
成
21
年
度
決

算
で
は
、
い
ず
れ
の
指
標
も
基

準
を
超
え
な
い
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
健
全
化
団
体
に

指
定
さ
れ
た
場
合
に
は
様
々
な

制
約
や
町
民
皆
さ
ん
の
新
た
な

負
担
が
生
じ
ま
す
の
で
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
「
赤
字
を
出
さ

な
い
」「
将
来
負
担
を
軽
減
す

る
」
こ
と
を
念
頭
に
お
き
編
成

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
総
額
は
38
億

４
９
０
０
万
円
で
、
前
年
度
当

初
予
算
に
比
べ
て
３
億
９
０
０

万
円
、
８
・
７
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
特
別
会
計
及
び
ケ
ー
ブ
ル
・

プ
ラ
ザ
特
別
会
計
を
廃
止
し
一

般
会
計
に
統
合
し
た
こ
と
、
山

の
み
ち
地
域
づ
く
り
事
業
な
ど

の
新
規
事
業
の
着
手
な
ど
が
主

な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
に
お

い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計
他
６
会
計
で
総

額
26
億
１
４
７
１
万
円
、
対
前

年
度
比
１
億
４
３
３
２
万
円
、

５
・
２
％
の
減
と
な
り
、
企
業

会
計
（
水
道
事
業
）
で
は
、
上

水
道
水
源
の
紫
外
線
処
理
施
設

整
備
事
業
の
実
施
な
ど
に
よ

り
、総
額
４
億
３
９
２
０
万
円
、

対
前
年
度
比
１
億
４
９
２
０
万

円
、
51
・
４
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

平
成
22
年
度  

ま
ち
の
収
入
と
支
出

　

平
成
22
年
第
１
回
田
子
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
３
日
か
ら
12

日
ま
で
（
会
期
10
日
間
）
開
か
れ
、
平
成
22
年
度
予
算
案
な
ど
の

議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一般会計 38億4,900万円
特別会計・企業会計 30億5,391万円

◆スローガン
　緑の大地に協働と自立のまちをめざして
◇まちづくり基本目標
　①豊かな心と生きる力を育むまちへ
　②いきいきと健やかに暮らせるまちへ
　③活気と独創性にあふれる「田子」の産業をめざして
　④安全で快適な生活環境と豊かな自然を次世代へ
　⑤住民と行政で進める協働のまちへ

◆スローガン
　緑の大地に協働と自立のまちをめざして
◇まちづくり基本目標
　①豊かな心と生きる力を育むまちへ
　②いきいきと健やかに暮らせるまちへ
　③活気と独創性にあふれる「田子」の産業をめざして
　④安全で快適な生活環境と豊かな自然を次世代へ
　⑤住民と行政で進める協働のまちへ

●平成22年度各会計の予算額（単位：千円）

※△は「減」を示します。

前年度当初予算との比較
　　　　会計区分 本年度予算額

 増減額 増減率

一般会計 3,849,000 309,000 8.7%

特別会計 2,614,710 △143,320 △5.2%

　国民健康保険事業勘定 1,036,700 △33,500 △3.1%

　町立学校給食センター 廃　止　 △31,400 △100.0%

　老人保健 1,110 △20 △1.8%

　ケーブルテレビジョン
　及びタプコピアンプラザ 廃　止　 △117,800 △100.0%

　後期高齢者医療 65,500 △1,900 △2.8%

　介護保険事業勘定 883,300 58,600 7.1%

　介護サービス事業勘定 20,500 3,500 20.6%

　町立田子診療所及び
　介護老人保健施設事業 607,600 △20,800 △3.3%

企業会計 439,200 149,200 51.4%

　水道事業 439,200 149,200 51.4%

　　　　合　　計 6,902,910 314,880 4.8%

平
成
22
年
度
予
算
の
概
要



　
3 今月の話題

②
い
き
い
き
と
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

■
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保

健
指
導
事
業

　

昨
年
度
の
受
診
率
は
50
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
、
県
内
一
の
受

診
率
で
し
た
が
、
最
終
目
標
の

65
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
指
し
て
受

診
率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
血
糖
異
常
者
い
わ
ゆ

る
糖
尿
病
予
備
群
が
目
立
つ
結

果
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
糖
尿

病
予
防
対
策
を
は
じ
め
と
す
る

特
定
保
健
指
導
を
重
点
的
に
推

進
し
ま
す
。

■
若
年
者
生
活
習
慣
病
予
防
事

業
　

平
成
９
年
度
か
ら
実
施
し
、

児
童
生
徒
の
食
生
活
改
善
が
見

ら
れ
効
果
を
上
げ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
充
実
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
か
ら
学
童
期

ま
で
一
貫
し
た
食
生
活
改
善
等

の
健
康
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
整
備

事
業

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
皆

さ
ん
の
緊
急
時
に
役
立
て
る
た

め
、
主
治
医
、
病
名
、
薬
剤
等

の
医
療
情
報
な
ど
を
確
認
で
き

る
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
整

備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。　

■
町
立
田
子
診
療
所
及
び
老
健

た
っ
こ
運
営
事
業

　

三
戸
中
央
病
院
と
の
医
療
連

携
に
よ
る
入
院
治
療
や
救
急
医

療
の
確
保
、
専
門
医
に
よ
る
整

形
外
科
、
皮
膚
科
、
泌
尿
器
科

及
び
小
児
科
の
診
療
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
入
院
施
設
の

減
少
に
伴
い
在
宅
療
養
の
要
望

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
民
誰
も
が
利
用
で
き
る
独
立

型
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
し
ま
す
。

　

老
健
た
っ
こ
で
は
、
長
期
・

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
や
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

ま
す
。

■
町
立
保
育
園
民
営
化
の
推
進

　

民
間
事
業
者
の
選
考
を
公
平

か
つ
適
正
に
行
う
た
め
保
育
園

民
営
化
選
定
委
員
会
を
設
置

し
、
民
間
事
業
者
を
決
定
後
、

来
年
４
月
の
開
園
に
向
け
た
諸

準
備
を
行
い
ま
す
。

①
豊
か
な
心
と
生
き
る
力

を
育
む
ま
ち
へ

■
中
高
一
貫
教
育
の
充
実

　

田
子
地
域
連
携
型
中
高
一
貫

教
育
充
実
の
た
め
連
携
推
進
事

業
補
助
金
を
交
付
し
、
田
子
高

校
の
特
色
化
に
向
け
積
極
的
に

支
援
し
ま
す
。

■
上
郷
小
学
校
耐
震
化
事
業

　

子
ど
も
た
ち
が
健
康
で
安
全

な
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
学
校
教
育
施
設
の
整

備
充
実
を
図
る
た
め
、
上
郷
小

学
校
体
育
館
の
補
強
実
施
設
計

を
実
施
し
ま
す
。

■
小
中
学
校
基
礎
学
力
の
向
上

　

基
礎
・
応
用
学
力
の
伸
長
を

図
る
た
め
、
教
員
の
加
配
な
ど

や
教
育
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。

■
国
際
化
に
対
応
す
る
人
材
育

成
　

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
姉
妹

都
市
交
流
を
軸
に
、
異
文
化
に

対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
る

場
を
提
供
し
、
英
語
力
の
強
化

と
国
際
意
識
・
感
覚
の
涵
養
を

推
進
し
ま
す
。

■
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
と
の

交
流
事
業
の
推
進

　

こ
れ
ま
で
育
ん
で
き
た
姉
妹

都
市
・
友
好
都
市
交
流
が
途
絶

え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
さ
ら

に
絆
を
深
め
、
よ
り
よ
い
友
好

関
係
の
構
築
を
目
指
し
て
推
進

し
ま
す
。

■
保
育
料
軽
減
事
業

　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て

保
育
料
基
準
額
の
３
分
の
１
を

軽
減
し
、
子
育
て
に
対
す
る
保

護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
り
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

■
子
ど
も
手
当
支
給
事
業

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
社
会
全
体
で
育
む
と
い
う
観

点
か
ら
、
中
学
校
修
了
ま
で
の

子
ど
も
を
対
象
に
月
額
１
万
３

千
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
松
橋
町
長
の
施
政
方
針
の
中
か
ら
主
な
事
務
事
業

に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
目
標
に
沿
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。



4今月の話題

③
活
気
と
独
創
性
に
あ
ふ

れ
る
「
田
子
」
の
産
業
を

め
ざ
し
て

■
緊
急
雇
用
対
策
の
実
施

　

非
正
規
労
働
者
や
中
高
年
の

方
々
な
ど
の
一
時
的
な
雇
用
の

確
保
や
就
業
機
会
を
創
出
す
る

た
め
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
及

び
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交

付
金
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
育
て
る

　
「
た
っ
こ
に
ん
に
く
産
地
力

強
化
戦
略
」
の
目
標
達
成
に
向

け
、
実
務
担
当
者
等
で
構
成
す

る
た
っ
こ
に
ん
に
く
推
進
会
議

を
設
置
し
、
幅
広
い
意
見
の
集

約
を
図
り
な
が
ら
、
イ
モ
グ
サ

レ
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策
、
優
良
種

子
の
安
定
確
保
対
策
や
共
通
規

格
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
シ
ー
ル
な

ど
の
表
示
方
法
等
細
部
に
わ
た

る
検
討
を
行
い
ま
す
。

■
葉
た
ば
こ
振
興
対
策

　

葉
た
ば
こ
の
立
枯
病
の
防
除

対
策
を
支
援
し
、
生
産
者
の
生

産
意
欲
の
向
上
と
販
売
価
格
の

安
定
化
を
促
進
し
ま
す
。

■
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
交
付
金
事
業

　

第
３
期
事
業
と
し
て
、
農
業

生
産
基
盤
の
維
持
管
理
の
推

進
、
農
村
の
持
つ
多
面
的
機
能

の
確
保
の
た
め
実
施
し
ま
す
。

■
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

　

農
地
の
利
用
集
積
を
推
進
す

る
た
め
、
原
・
飯
豊
地
区
の
区

画
整
理
や
水
路
、
農
道
等
の
整

備
に
一
体
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
農
道
保
全
対
策
事
業

　

通
行
車
両
の
大
型
化
や
交
通

量
の
増
加
に
よ
り
、
農
道
と
し

て
整
備
し
た
路
面
の
劣
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
、
清
水
頭
長
坂



　
5 今月の話題

計
画
さ
れ
て
お
り
、
関
係
機
関

に
早
期
完
成
の
要
望
を
す
る
と

と
も
に
事
業
推
進
の
た
め
の
支

援
を
し
ま
す
。

■
河
川
・
砂
防
事
業
の
推
進

　

茂
市
沢
・
遠
瀬
沢
・
第
一
北

遠
瀬
沢
砂
防
事
業
、
道
前
沢
流

路
工
、
七
日
市
地
区
及
び
遠
瀬

第
一
号
地
区
の
急
傾
斜
地
対
策

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
若
者
定
住
化
促
進
住
宅
整
備

事
業

　

昨
年
度
策
定
し
た
住
宅
等
整

備
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
若
者

向
け
住
宅
の
整
備
に
向
け
、
必

要
な
環
境
調
査
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

■
廃
棄
物
処
理
対
策

　

資
源
ご
み
の
集
団
回
収
を
推

進
す
る
た
め
、
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
と
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
整

備
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
ご

み
の
適
正
排
出
と
分
別
収
集
の

強
化
対
策
と
し
て
、
ゴ
ミ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
巡
視
・
指
導
を
行

い
ま
す
。

■
上
水
道
施
設
整
備
事
業

　

災
害
な
ど
に
強
い
上
水
道
の

実
現
を
目
指
し
椛
山
水
系
の
老

朽
管
更
新
事
業
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
椛
山
浄
水
場
に
紫
外

線
処
理
施
設
を
整
備
し
安
全
な

水
道
水
の
安
定
供
給
を
図
り
ま

す
。

⑤
住
民
と
行
政
で
進
め
る

協
働
の
ま
ち
へ

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
が

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
地
域
担
当
職
員

制
度
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援

補
助
金
制
度
な
ど
に
よ
り
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
支
援

し
ま
す
。

線
、
長
坂
丹
内
線
の
路
面
改
良

を
実
施
し
ま
す
。

■
山
の
み
ち
地
域
づ
く
り
交
付

金
事
業

　

林
業
機
械
の
搬
入
並
び
に
木

材
運
搬
の
効
率
性
を
高
め
る
た

め
、
幹
線
的
な
林
道
と
な
る
嘉

沢
関
線
の
開
設
及
び
夏
坂
地
区

か
ら
川
代
地
区
へ
の
基
幹
林
道

に
接
続
す
る
小
雷
鉢
貫
通
線
の

開
設
に
着
手
し
ま
す
。

④
安
全
で
快
適
な
生
活
環

境
と
豊
か
な
自
然
を
次
世

代
へ

■
県
境
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄

対
策

　

本
格
的
な
撤
去
作
業
は
廃
棄

物
の
処
理
施
設
が
確
保
さ
れ
た

中
で
、
順
調
に
進
捗
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
一

連
の
対
策
が
円
滑
に
推
進
さ
れ

る
よ
う
青
森
・
岩
手
両
県
の
実

施
す
る
事
業
に
連
携
、
協
力
し

て
い
き
ま
す
。

■
国
・
県
道
事
業
の
推
進

　

県
道
関
係
で
は
南
部
田
子
線

改
良
事
業
が
21
年
度
の
繰
越
事

業
に
よ
り
完
了
し
、
全
線
開
通

す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
１
０
４
号
に
つ

い
て
は
下
田
子
地
区
及
び
石
亀

地
区
の
交
通
安
全
対
策
事
業
が

■
町
税
の
徴
収
率
向
上

　

税
源
移
譲
に
よ
り
歳
入
に
占

め
る
町
税
収
入
の
割
合
が
高
ま

っ
て
お
り
、徴
収
体
制
の
強
化
、

納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
納
税
意

識
の
普
及
啓
発
活
動
の
推
進
、

県
等
と
の
連
携
を
図
り
、
滞
納

整
理
及
び
滞
納
処
分
の
推
進
と

徴
収
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

■
行
政
改
革
の
着
実
な
推
進

　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る

経
費
節
減
等
の
財
政
効
果
を
見

る
と
、
平
成
20
年
度
末
の
達
成

率
は
99
・
０
％
と
な
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
計
画
を
達
成
で
き
る

よ
う
推
進
し
ま
す
。

■
地
域
情
報
化
対
策

　

町
内
全
世
帯
及
び
公
共
施
設

等
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
放
送
設
備

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
完
了
し
ま
し

た
。
ま
た
、
全
世
帯
に
防
災
緊

急
告
知
端
末
が
設
置
さ
れ
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
が
で
き
る

環
境
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
情
報
伝
達
の
方
法
や
そ
の

他
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

●主な建設事業（単位：千円、百万円未満は切り捨て）

事業名 金額

山のみち地域づくり交付金事業 104,000

野面橋整備事業 34,000

居ヶ内線整備事業 30,000

役場庁舎修繕事業 19,000

除雪トラック整備事業 15,000

創遊村茅葺き屋根改修事業 12,000

町営住宅修繕事業 10,000

県営事業負担金（４事業） 13,000

きめ細かな臨時交付金事業
（繰越事業） 127,000



6

進
員
81
人
を
代
表
し
て
、
七
日
市

地
区
の
鳥
井
本
幸
子
さ
ん
に
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
田
子

町
保
健
推
進
員
協
議
会
の
総
会

で
は
、
会
長
と
地
区
役
員
な
ど
を

決
め
ま
し
た
。

田
子
町
教
育
大
会

　

第
43
回
田
子
町
教
育
大
会
が

教
育
関
係
者
80
人
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
、
八
戸
短
期
大
学
付
属

幼
稚
園
茂
木
典
子
園
長
の
教
育

講
演
と
、
平
成
22
年
度
の
教
育
方

針
提
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
税
部
職
員
へ
辞
令
交
付

　

こ
れ
は
、
個
人
住
民
税
の
徴
収

率
向
上
に
向
け
て
、
町
と
県
が
連

携
し
て
徴
収
事
務
を
行
う
「
徴
収

支
援
チ
ー
ム
」
が
結
成
さ
れ
、
三

八
地
域
県
民
局
県
税
部
の
鹿
内

勉
さ
ん
に
田
子
町
職
員
の
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
た
っ

こ
に
ん
に
く
」
の
育
種
締
結

　

町
で
は
、「『
元
祖
た
っ
こ
に
ん

に
く
』
を
有
効
に
生
か
し
、
良
品

質
で
病
気
に
強
い
オ
リ
ジ
ナ
ル

品
種
を
作
ろ
う
」
と
、
地
方
独
立

行
政
法
人
青
森
県
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
と
育
種
委
託
研
究
契
約

を
締
結
し
ま
し
た
。

保
健
推
進
員
委
嘱
状
交
付

　

平
成
22
年
度
田
子
町
保
健
推

トピックス

ト
ピ
ッ
ク
ス

春
の
交
通
安
全
運
動
三
町
合
同

総
決
起
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
全
国
交
通
安
全
運
動

の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
総
決
起
大
会
終

了
後
は
新
入
学
児
童
に
よ
る
交

通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
田
子
小
学
校
か
ら

中
央
公
民
館
ま
で
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
、
引
き
続
き
田
子
駐
在

所
前
で
は
、
田
子
町
交
通
安
全

母
の
会
等
に
よ
る
交
通
事
故
防

止
マ
ス
コ
ッ
ト
作
戦
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

故
藤
村
義
雄
氏
（
旭
日
単

光
章
）

　

元
田
子
町
議
会
議
長
の
故
藤

村
義
雄
さ
ん
に
、
松
橋
町
長
か

し
な
い
！ 

さ
せ
な
い
！

不
法
投
棄

　

４
月
19
日
、
田
子
町
建
設
業

協
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、

町
道
大
黒
森
線
の
不
法
投
棄
撤

去
作
業
及
び
、
夏
坂
・
白
萩
平

間
の
国
道
沿
い
の
不
法
投
棄
防

止
柵
と
看
板
設
置
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

同
協
会
で
は
毎
年
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
奉
仕
作
業
を
行
っ
て

お
り
、
こ
の
日
も
15
社
か
ら
約

30
名
が
参
加
し
、
道
路
脇
の
空

き
缶
や
鉄
く
ず
の
ほ
か
、
テ
レ

ビ
・
洗
濯
機
な
ど
の
粗
大
ご
み

が
撤
去
さ
れ
、
そ
の
撤
去
量
は

約
１
ト
ン
で
し
た
。

春
の
交
通
安
全
運
動
三
町

合
同
総
決
起
大
会

　

４
月
８
日
、田
子
小
学
校
で
、

三
戸
地
区
消
防
団
連
合
観

閲
式

　

田
子
町
、
三
戸
町
、
南
部
町
の

３
町
か
ら
１
３
０
０
人
の
消
防

団
と
関
係
者
、
消
防
車
両
61
台
が

集
結
し
て
合
同
観
閲
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
功
労
者

表
彰
や
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
等
が

行
わ
れ
、
ま
た
、
恒
例
の
玉
落
と

し
競
技
で
は
、
第
５
分
団
が
小
型

消
防
ポ
ン
プ
の
部
で
、
第
２
分
団

が
自
動
車
消
防
ポ
ン
プ
の
部
で

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
す
る
な
ど
各
分

団
と
も
大
活
躍
で
し
た
。

ボランティアで撤去作業する田子町建設業協会

僕たち、私たち、交通安全の約束を守ります！
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おめでとう！ 各学校で入園・入学式

●清水頭小学校

※４月に行われた入園・入学式の様子をご紹介します。
4月

ら
「
勲
記
・
勲
章
（
旭
日
単
光

章
）」
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
（
子

の
義
美
さ
ん
が
受
領
）。
町
長

は
、「
町
議
会
議
長
・
議
員
と

し
て
、
永
き
に
渡
り
町
の
発
展

に
尽
く
さ
れ
た
藤
村
さ
ん
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
し
て
、

故
人
の
功
績
を
讃
え
る
と
と
も

に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
し
た
。

【
藤
村
義
雄
さ
ん
】

大
正
12
年
生
ま
れ
。
田
子
町

議
会
議
員
在
任
５
期
19
年

（
昭
和
39
年
初
当
選
）。
田
子

町
議
会
議
長
、
総
務
常
任
委

員
会
委
員
長
、
議
会
運
営
委

員
長
、
農
業
委
員
、
監
査
委

員
等
歴
任
。
元
田
子
町
農
業

協
同
組
合
代
表
理
事
組
合

長
、
元
青
森
県
経
済
農
業
協

同
組
合
連
合
会
代
表
理
事
専

務
。

●田子小学校

●田子保育園●上郷保育園
三
戸
郡
総
合
体
育
大
会
開
催

　

６
月
12
日
か
ら
13
日
の
２
日

間
、
階
上
町
を
主
会
場
に
第
62

回
三
戸
郡
総
合
体
育
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、「
ス

ポ
ネ
ッ
ト
た
っ
こ
」
と
し
て
初

の
郡
総
合
参
加
と
な
り
ま
す
。

新
体
制
の
も
と
、
選
手
団
総
勢

１
７
８
名
、
13
種
目
に
参
加
す

公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

前
年
度
は
相
撲
競
技
が
団
体

戦
４
連
覇
で
優
勝
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
さ
ら
に
優
勝
種
目

を
増
や
し
て
、
総
合
の
部
上
位

競技種目
 １.陸上競技
 ２.バスケットボール
 ３.軟式野球
 ４.バレーボール
 ５.卓　球

 ６.ソフトテニス

 ７.相　撲
 ８.弓　道
 ９.柔　道
10.剣　道
11.サッカー
12.バドミントン
13.ボウリング
14.家庭婦人バレーボール
15.ゲートボール

16.グラウンド・ゴルフ

競技開始時刻
13日 午前10:00

12日 午後２:00・13日 午前９:30

12日 午後１:30・13日 午前９:00

12日 午前９:00

13日 午前９:00

13日 午前９:00

13日 午後１:00

13日 午前10:30

13日 午前９:00

13日 午前10:00

12日 午後２:00・13日 午前９:00

13日 午前９:00

13日 午前９:00

13日 午前９:00

12日 午前９:00

13日 午前９:30

開催場所
南部町ふるさと運動公園陸上競技場

南部町民体育館

南部町運動公園福地野球場

階上町立階上中学校体育館

階上町立道仏体育館

階上町立階上中学校テニスコート・
階上町テニスコート（小雨決行）

三戸町相撲場

五戸町立公民館体育センター

三戸町勤労者体育センター

階上町立石鉢小学校体育館

階上町立階上中学校グラウンド

階上町立町民体育館

八戸市ゆりの木ボウル

階上町立道仏中学校体育館

階上町ゲートボール場（豪雨時のみ順延）

階上町立小舟渡小学校グラウンド・
廿一平

入
賞
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
声
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

日
程
に
つ
い
て
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

勲記・勲章を受領する藤村義美さん

グラウンド・ゴルフ競技の様子
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所　

中
央
公
民
館
研
修
室
▽
受

講
料　

材
料
費
込
み
千
円
程
度

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

▽
日
時　

６
月
15
日
（
火
）
午

後
７
時
▽
場
所　

上
郷
公
民
館

研
修
室
▽
テ
ー
マ　

父
の
日
ア

レ
ン
ジ
▽
受
講
料　

２
千
円
程

度

い
つ
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

公
民
館
講
座

●
神
楽
講
座

▽
日
時　

６
月
11
・
25
日
（
金
）

午
後
７
時
〜
９
時
▽
場
所　

中

央
公
民
館
ホ
ー
ル
・
和
室

●
生
花
講
座

▽
日
時　

６
月
18
日
（
金
）
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
▽
場

館
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

（
図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

休
館
日
が
続
く
た
め
６
月
は

１
人
10
冊
ま
で
貸
出
冊
数
を
増

や
し
ま
す
。
６
月
の
特
集
展
示

は
「
園
芸
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の

本
」
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●健康
▽ツボが効くこの症状・こ
の病気／492ツ

●料理
▽ＮＨＫためしてガッテ
ン冷凍で節約おかずの
「超」基本／596エ
▽おいしいつくりおき／
渡辺有子／596ワ

●コミック
▽毎日かあさん６ うろう
ろドサ編／西原理恵子
／726サ

●言葉
▽日本人の知らない日本
語２／蛇蔵／810ヘ

▽ダーリンの頭ン中２／
小栗左多里／830オ

●時代小説
▽天地明察／沖方丁／
913ウ

▽麗しき花実／乙川優三
郎／913オ

▽朔風ノ岸／佐伯泰英／
913サ

▽剣客春秋　遠国からの
友／鳥羽亮／913ト

▽おたふく／山本一力／
913ヤ

●ミステリー
▽神苦楽島（上下）／内
田康夫／913ウ

▽マドンナ・ヴェルデ／
海堂尊／913カ

▽十津川警部愛と祈りの
JR身延線／西村京太郎
／913ニ

▽自白／乃南アサ／913
ノ

●そのほかの小説
▽ピストルズ／阿部和重
／913ア

▽感応連鎖／朝倉かすみ
／913ア

▽オー！ファーザー／伊
坂幸太郎／913イ

▽真昼なのに昏い部屋／
江國香織／913エ

▽女ともだち／角田光代
／913カ

▽下流の宴／林真理子／
913ハ

▽１Ｑ８４　ＢＯＯＫ３
／村上春樹／913ム

●エッセイ
▽頭の中身が漏れ出る日々
／北大路公子／914キ

▽ももこのまんねん日記／
さくらももこ／914サ

▽寂聴・生き方見本／瀬戸
内寂聴／914セ

▽それなりに生きている／
群ようこ／914ム

図
書
館
情
報

６
月
は
１
人
10
冊
ま
で
貸
出
し
ま
す

蔵
書
点
検
休
館
日
の
お
知

ら
せ

　

６
月
23
日
（
水
）
か
ら
６
月

27
日
（
日
）
ま
で
は
図
書
館
蔵

書
点
検
（
棚
卸
し
）
の
た
め
休

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館☎

20
‐
７
２
２
１

６
月
の
図
書
館
行
事

▼
６
／
２
（
水
）
〜
６
／
20
（
日
）

１
人
10
冊
ま
で
貸
出

▼
６
／
12
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
遊
べ
る
折
り
紙
」
づ
く
り

▼
６
／
16
（
水
）

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら

ぎ
の
郷

▼
６
／
23
（
水
）
〜
６
／
27
（
日
）

蔵
書
点
検
休
館
日

平成21年度図書館統計
　図書館が開館して15年が経ちました。たくさんのご利
用ありがとうございます。
●開館日数　233日（前年度比-5日）
●利用登録者数1,336人（平成19年度からの累計）
　・児童（小学生以下）344人
　・一般（中学生以上）992人
●入館者
　・小学生以下　3,000人（前年度比-476人）
　・中学生・高校生　1,494人（前年度比-395人）
　・一般　6,199人（前年度比　-722人）
　▽曜日別
　・最多ご利用曜日　土曜日（１日平均57人）
　・最少ご利用曜日　木曜日（　　〃　38人）
●貸出
　・児童書　9,631冊（前年度比-316冊）
　・一般書　14,188冊（前年度比+124冊）
　▽曜日別
　・最多ご利用曜日　土曜日（１日平均127冊）
　・最小ご利用曜日　日曜日（　　〃　85冊）
　▽月別
　・最多ご利用月　12月（１日平均135冊）
　・最小ご利用月　10月（　　〃　79冊）

図書館で本を読む子どもたち



　
9 お知らせ

お
知
ら
せ

平
成
22
年
度
「
春
の
行
政

相
談
に
つ
い
て
」

〜
移
動
行
政
相
談
所
開
設
〜

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制

度
に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
認
識

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
各

種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
行
政
相
談
員
が

移
動
行
政
相
談
所
を
開
設
し
、

行
政
に
関
す
る
苦
情
・
要
望
等

に
つ
い
て
の
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

６
月
１
日
（
火
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

役
場
第
１
会
議
室

▼
相
談
員

　

行
政
相
談
員　

長
澤
壽
郎

問
役
場
町
民
課
住
民
環
境
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
３

無
料
人
権
相
談
所
の
開
設

▼
日
時　

６
月
１
日
（
火
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

役
場
第
２
会
議
室

▼
相
談
内
容　

家
庭
内
の
い
ざ

こ
ざ
、
相
続
関
係
、
戸
籍
関
係
、

登
記
関
係
、
い
じ
め
、
借
地
・

借
家
の
ト
ラ
ブ
ル
、
金
銭
貸
借

の
ト
ラ
ブ
ル
、
そ
の
他
日
常
生

活
に
お
け
る
困
り
ご
と
等

▼
相
談
員

　

田
子
町
人
権
擁
護
委
員

 

・
午
前　

北
村
弘
子
、
原
靖
之

 

・
午
後　

坂
下
文
明
、
橋
本
礼

子※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密

を
守
り
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ

ー
を
無
償
給
付
の
手
続
き

は
お
早
め
に
！

　

国
で
は
、
左
記
の
世
帯
等
に

つ
い
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

受
信
の
た
め
の
支
援
を
継
続
し

ま
す
。

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助

を
受
け
て
い
る
世
帯

②
障
害
者
が
い
る
世
帯
で
、
か

つ
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税

非
課
税
の
措
置
を
受
け
て
い

る
世
帯

③
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所

さ
れ
て
い
て
自
ら
テ
レ
ビ
を

持
ち
込
ん
で
い
る
世
帯

　

以
上
の
世
帯
の
中
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
受
信
料
が
全
額
免
除
さ
れ
て

い
る
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
受
付
は
平
成
22
年
７
月

２
日
（
月
）
ま
で
（
消
印
有
効
）

問
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７

０
‐
０
３
３
８
４
０
FAX
０
４
４

‐
９
６
６
‐
８
７
１
９

第
52
回
水
道
週
間

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
水
道
に　

寄
せ

る
信
頼　

飲
む
安
心
」

▼
期
間　

６
月
１
日
（
火
）
か

ら
６
月
７
日
（
月
）
ま
で

　

我
が
国
の
水
道
は
、
今
や
ほ

と
ん
ど
の
国
民
が
利
用
で
き
る

ま
で
に
普
及
し
て
お
り
、
健
康

で
文
化
的
な
国
民
生
活
や
様
々

な
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
必

要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
施
設
と

し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
老
朽
化
し
つ
つ
あ
る

施
設
の
更
新
、
地
震
等
の
災
害

対
策
の
推
進
、
安
全
・
快
適
な

水
の
供
給
の
確
保
等
に
関
す
る

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

水
道
に
つ
い
て
さ
ら
に
国
民
の

理
解
を
深
め
、
も
っ
て
水
道
事

業
の
今
後
の
発
展
に
資
す
る
た

め
「
水
道
週
間
」
を
設
け
、
関

係
者
が
連
携
し
て
広
報
活
動
等

の
運
動
を
重
点
的
に
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　

田
子
町
水
道
事
業
で
も
、
安

全
で
良
質
な
水
を
提
供
す
る
た

め
、
施
設
の
整
備
・
老
朽
化
の

更
新
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

より多くの年金を受けたい人に
付加年金と国民年金基金
　老齢基礎年金に上乗せして、より多くの年金を受けることがで
きる制度に、付加年金と国民年金基金があります。

付加年金 国民年金基金

加入で
きる人

▽国民年金第１号被保険
者（国民年金の保険料を
納めている人）
▽65歳までの任意加入被
保険者

国民年金第１号被保険者（国民年
金の保険料を納めている人）

保険料・
掛金

月額　400円
加入時の年齢選択する年金のタイ
プ・口数によって決まります。

受け取る
年金額

納めた月数×200円を毎年
受け取ることができます。

年金のタイプや加入口数を選択し
て年金額を自由に設計できます。

手続き・
問い合
わせ

役場福祉課
地域福祉グループ
☎20-7119

青森県国民年金基金
☎0120-65-4192

※付加年金と国民年金基金は、同時に加入することはできません。

水田農家の皆様へ！

戸別所得補償モデル対策の
申請受付が始まりました
●我が国の食料自給率向上と農
業の再生を目指す対策です。

●加入申請期限は、６月30日
です。

●ご相談は、田子町地域水田農
業推進協議会（事務局：役場経
済課農業振興グループ☎２０－
７１１５、方針作成者：ＪＡ八
戸田子営農センター☎２０－７
７１１、㈲石亀商店☎３２－２０
１５、小野寺商店☎３２－２１１
５）

問青森農政事務所地域第二課
☎０１７８－２９－２１１３
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詳
細
及
び
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
町
民
課
住
民
環
境
グ
ル
ー

プ
（
☎
20
‐
７
１
１
３
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
地
域　

①
旧
ソ
連
②
中

国
③
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
④
東
部
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
⑤
ミ
ャ
ン
マ
ー
⑥

マ
リ
ア
ナ
諸
島
⑦
ト
ラ
ッ
ク
諸

島
⑧
フ
ィ
リ
ピ
ン
⑨
ギ
ル
バ
ー

ト
諸
島
⑩
硫
黄
島

お知らせ・情報スクランブル

母
子
家
庭
等
の
就
業
を
支

援
す
る
講
習
会
及
び
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

母
子
家
庭
等
の
経
済
的
な
自

立
を
め
ざ
し
、
将
来
の
就
業
に

向
け
た
講
習
会
が
下
記
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
母

子
家
庭
等
の
自
立
支
援
に
つ
い

て
の
相
談
事
業
も
随
時
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
講
習
会

 

・
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級

課
程
講
習
会
（
弘
前
市
・
八
戸

市
）

 

・
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
（
弘
前

市
、
八
戸
市
、
五
所
川
原
市
、

十
和
田
市
、
三
沢
市
、
む
つ
市
）

 

・
調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

（
弘
前
市
・
八
戸
市
）

▼
募
集
期
間

　

６
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で

●
相
談
事
業

 
・
就
業
相
談　

通
年

 

・
法
律
相
談　

毎
月
第
３
火
曜

日
午
後
１
時
よ
り
要
予
約

 

・
母
子
相
談　

通
年

（
相
談
事
業
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
電
話
相
談
可
）

問
財
団
法
人
青
森
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会　

青
森
市
中
央
３

丁
目
20
‐
30
県
民
福
祉
プ
ラ
ザ

３
階
☎
０
１
７
‐
７
３
５
‐
４

１
５
２ 

担
当　

三
浦

問
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
９

平
成
22
年
度
慰
霊
巡
拝
の

参
加
者
募
集

　

厚
生
労
働

省
で
は
、
先

の
大
戦
で
父

等
を
亡
く
し

た
戦
没
者
の

遺
児
を
対
象

と
し
て
、
父

等
の
戦
没
し

た
旧
戦
域
を

訪
れ
、
慰
霊

追
悼
を
行
う

こ
と
を
目
的

に
次
の
10
地

域
に
つ
い
て

慰
霊
巡
拝
の

参
加
者
の
募

集
を
し
て
い

ま
す
。

　

日
程
等
の

田子町賃借料情報
　田子町における農地の賃借料情報を次のとおり作成しましたので、
賃貸借契約の参考としてご利用ください。
　平成21年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借における
賃借料（10a当たり）は、以下のとおりとなっています。

【田（水稲）の部】 単位：円

締結（公告）された地域名等 平均額 最高額 最低額 データ数

田子町全域
基盤整備地域 10,000 10,000 10,000 1

未整備地域 8,200 8,200 8,200 1

(参考 )田子町平均 9,100 2

【畑（樹園地を除く）の部】 単位：円
締結（公告）された地域名等 平均額 最高額 最低額 データ数

田子町全域　葉たばこ 21,300 30,000 14,900 3

田子町全域　にんにく － － － －

田子町全域　普通畑 － － － －

【畑（樹園地）の部】  単位：円
締結（公告）された地域名等 平均額 最高額 最低額 データ数

田子町全域　りんご － － － －

※１ データ数は、集計に用いた筆数である。
※２ データのないところは「－（ハイフン）」で示している。
※３ 金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としている。
※４ 「（参考）田子町平均」の平均額は、各区分の平均値（四捨五入前）を
　　データ数により加重平均した値である。
問田子町農業委員会事務局 ☎２０－７１２０

情
報
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

旧上郷中学校から
の風景、奥の山並
みはまだ白い冠を
抱く

セピア色の風景

昔の田子町の本通りの
町並風景

「私の好きな
風景写真」
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■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
融
資
保
証
金
名
目
な
ど

　

貸
し
ま
す
詐
欺
に
注
意
！

　
「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
な
ど

と
い
っ
た
内
容
の
偽
の
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
や
携
帯
電
話
へ
の

メ
ー
ル
を
送
り
つ
け
、「
信
用

を
確
認
す
る
た
め
」
な
ど
と
保

険
金
、
保
証
金
名
目
で
お
金
を

だ
ま
し
取
ら
れ
る
被
害
が
多
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

低
金
利
を
う
た
い
、
実
在
す

る
銀
行
の
系
列
会
社
の
よ
う
な

社
名
に
し
た
り
し
て
お
り
ま

す
。

「
う
ま
い
話
に
落
と
し
穴
あ
り
」

　

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
情
報
の
保
護
に
も
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
災
害
に
備
え
よ
う

間
も
な
く
梅
雨
の
季
節
を
迎
え

ま
す
。

　

大
雨
や
長
雨
に
よ
る
洪
水
や

崖
崩
れ
な
ど
の
災
害
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、
携
行
食
糧
な
ど
の

防
災
セ
ッ
ト
を
日
頃
か
ら
準
備

し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

６
月
６
日
（
日
）
か
ら
12
日

（
土
）
ま
で
の
１
週
間
『
危
険

物　

事
故
は
瞬
間　

無
事
故
は

習
慣
』
の
標
語
の
も
と
危
険
物

安
全
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
「
危
険
物
」
と
は
、
一
般
家

庭
で
暖
房
に
使
用
す
る
灯
油
、

自
動
車
や
農
業
用
機
械
の
燃
料

等
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
使
用
を
誤
る
と
火

災
や
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
危
険
物
が

入
っ
た
容
器
の
周
囲
に
は
、
燃

え
る
物
を
放
置
し
な
い
。

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
危
険
物
が

入
っ
た
容
器
が
サ
ビ
た
り
漏
れ

て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

○
農
業
用
機
械
の
燃
料
や
オ
イ

ル
類
は
整
理
し
、
空
容
器
を
放

置
し
な
い
。

　
「
危
険
物
安
全
週
間
」
を
期

に
危
険
物
に

つ
い
て
理
解

し
、
快
適
で

便
利
な
生
活

を
し
ま
し
ょ

う
。

問
三
戸
消
防
署
田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

情報スクランブル

人
影
に
驚
く
鯉
や
水
温
む 

簗
田
翠
芳
（
孝
芳
）

古
草
や
城
の
名
残
の
野
面
積 

原　

瓢
子
（
徳
造
）

山
笑
う
世
の
褒
貶
に
か
か
わ
ら
ず 

森
き
よ
し
（
清
）

人
は
み
な
何
か
に
は
げ
み
春
を
待
つ 

田
畑
幸
栄

藍
染
の
爪
そ
の
ま
ま
に
彼
岸
寺 

堀　

つ
や

三
月
の
光
の
中
を
鷺
舞
へ
り 

山
本
一
枝
子

暴
雪
と
よ
び
た
し
三
月
の
暴
れ
雪 

柳　

青
郷
（
政
司
）

水
ゑ
く
ぼ
寄
せ
て
は
消
え
て
水
温
む 

原　

秋
月
（
菊
次
郎
）

金
縷
梅
の
簪
ゆ
る
る
ご
と
咲
け
り 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

雪
解
水
入
り
て
ダ
ム
湖
の
片
濁
り 

佐
藤
せ
い
じ
（
清
治
）

身
綺
麗
に
老
い
た
し
春
の
雨
に
遭
う 

佐
藤
桂
水
（
善
太
郎
）

タプコピアン文芸
みろく吟社俳句会（会長　簗田孝芳）

俳
句 　

「
広
報
た
っ
こ
」
で
は
、「
私
の
好
き
な
風
景
写
真
」「
セ
ピ
ア

色
の
風
景
」
な
ど
、
み
な
さ
ん
か
ら
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
内
広
報
係
☎
20
‐
７
２
２
９

　

初
夏
に
南
方
の
国
か
ら
日
本
各
地

に
渡
っ
て
き
て
子
育
て
を
し
て
秋
に

は
帰
る
夏
鳥
。
田
子
町
に
も
山
に
入

れ
ば
出
会
え
る
。
全
長
16
・
５
セ
ン

チ
ぐ
ら
い
で
、
姿
は
オ
ス
は
美
し

く
、
ま
た
鳴
き
声
も
素
晴
ら
し
い
。

（
撮
影
地　

花
木
ダ
ム
付
近
）

　
〈
日
本
野
鳥
の
会　

会
員
〉

原　

靖
之
（
石
亀
）

田
子
の

　

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ

「
オ
オ
ル
リ
」



1

　

４
月
７
日
、
田
子
中
学
校
で

は
平
成
22
年
度
の
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
入
生

は
全
部
で
57
名
。
そ
の
日
、
真

新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
新

入
生
は
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
て
登
校
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
学
級
担
任
の
先
生

か
ら
一
人
ず
つ
名
前
を
呼
ば

れ
、
そ
れ
に
対
し
て
大
き
な
声

で
「
は
い
」
と
立
派
な
返
事
を

返
し
ま
し
た
。
小
泉
一
純
校
長

先
生
は
式
辞
の
中
で
、「
中
学

校
生
活
の
３
年
間
は
、〝
自
分

探
し
〞の
大
事
な
時
期
な
の
で
、

し
っ
か
り
考
え
行
動
し
て
ほ
し

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
入
生
代
表
の
森
崎

祐
市
郎
君
（
清
水
頭
小
学
校
出

身
）
が
、
中
学
校
生
活
の
抱
負

を
「
誓
い
の
言
葉
」
と
し
て

堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

入
学
し
て
か
ら
約
１
カ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、

１
年
生
は
本
校
で

一
番
元
気
が
よ

く
、
は
つ
ら
つ
と

し
た
中
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
ま

す
。
徐
々
に
中
学

校
の
リ
ズ
ム
に
も

慣
れ
、
部
活
動
の

所
属
も
決
ま
り
ま

し
た
。

　

そ
の
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
１
年
生
を
加

え
て
全
校
生
徒
数

は
１
８
３
名
。
平

成
22
年
度
の
田
子

中
学
校
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。

学
校
の
話
題　

 

田
子
中
学
校

誕生
●飯豊美

み ゆ

優（隆太・春美）／飯豊
●橋本幸

ゆきと

翔（貴宏・美幸）／根渡
●新井田有

ゆうせい

成（清一朗・遥香）／向山
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●鹿嶋初太郎（78歳）南風張
●山本繁一（61歳）野月
●小野みわ（79歳）野々上
●沢森陽介（28歳）明土平
●大森すゑ（89歳）夏坂
●森喜久治（86歳）下本町
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
22
年
４
月
30
日
現
在

世帯数／2276（＋１）
人口／6737（－10）
男／3253（－８）
女／3484（－２）

（　）内は前月比です

6月の主な保健・介護予防事業予定表

広報たっこ2010年６月号（平成22年５月26日発行）通算第607号 ◆発行＝田子町◆編集＝タプコピアンプラザ　青森県三戸郡田子町大字田子字
天神堂向22-9 ／電話 (0179)20-7229／ FAX(0179)20-7225［制作印刷］有限会社 赤坂コピーライツジム八戸本社＝青森県八戸市大字妙字大開98-5 TEL
＆ FAX (0178)25-6666 田子支社＝青森県三戸郡田子町大字田子字天神堂向136 TEL ＆ FAX (0179)32-4531

●6月1日（火）
　歯みがき指導
　（田子幼稚園）午前10:45～11:45
●6月2日（水）
　こども健診（せせらぎの郷）午前10:00～11:30
●6月4日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
●6月7日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●6月9日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30～10:00
●6月10日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
●6月11日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　歯みがき指導
　（田子幼稚園）午前10:45～11:45
●6月14日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00

●6月18日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
●6月21日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
　麻しん風しん予防接種
　（せせらぎの郷）午後3:00～3:30
●6月22日（火）
　麻しん風しん予防接種
　（せせらぎの郷）午後3:00～3:30
●6月23日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前10:00～11:30
●6月24日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
●6月25日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　糖尿病予防教室
　（せせらぎの郷）午前11:00～午後1:00
●6月28日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●6月30日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30～10:00

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100

●平成22年県内の交通事故概況

飲酒運転による死者

高齢者の死者（65歳以上の人）

自動車乗車中の死者

非着用死者

着用していれば助かった
と思われる人

０人
（±０）
11人
（＋３）
６人
（＋３）
２人
（＋２）
０人
（±０）

死
者
の
状
態

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

青森県交通対策協議会　平成22年４月30日現在

 ４月中 ４月末累計

 441件 1933件
 （＋15） （＋44）

 ６人 17人
 （＋５） （＋４）

 552人 2392人
 （＋16） （＋９）

発
生

死
者

傷
者


